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１．研究目的 

Sm, Hg(それぞれ陽子数 Z=62, 80)領域の原子核に対し系統的な大規模殻模型計算を行

い、核構造に関する性質を研究する。特に、原子核形状を解析することにより、変形

に関する性質を解明し、集団運動への理解を深める。 

 

２．研究成果の内容 

モンテカルロ殻模型法によりサマリウム領域の核種を中心に計算し、理論計算に基づ

いた原子核構造の研究を進めるとともに、実験グループとも共同研究を行った。サマ

リウム領域での計算に用いる模型空間として陽子は sdg殻に 0h11/2, 1f7/2, 2p3/2軌道を

加えたもの、中性子は pfh殻に 0i13/2, 1g9/2, 2d5/2, 3s1/2軌道を加えたものを用い、原子

核の変形を十分に記述できるような広い模型空間での計算を行った。サマリウム同位

体は 144,146,148,150,152,154Smの 0+, 2+, 4+イラスト状態を計算し、N=82の球形の 144Sm

から大きく変形した 154Smへの変化を記述した。また、154Smをより重点的に計算

し、イラスト状態とは異なる変形をした励起状態が実験に対応するエネルギーに現れ

るという計算結果を得た。また、166Erについても計算を行い、実験値を再現する計

算結果を得た。 

より中性子数の少ない核種を計算するために陽子、中性子のどちらも sdg殻に 0h11/2, 

1f7/2, 2p3/2軌道を加えた模型空間を用い、137Baの計算を行った。137Baの二重ガンマ

崩壊について実験グループと共著で学術論文[1]を投稿した。 

 

３．学際共同利用が果たした役割と意義 

モンテカルロ殻模型計算を広い模型空間で行うには、多くの計算資源が必要となる。

学際共同利用としてスーパーコンピュータ Oakforest-PACSを用いることで、質量数

の大きい原子核の研究を進めることができた。 

 

４．今後の展望 

2019年度はサマリウム領域に重点を置いて研究を進めたが、今後はサマリウム領域で

対象とする核種を広げていくとともに水銀領域での研究を進める。 
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